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【手続補正書】
【提出日】平成28年2月1日(2016.2.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　蓄電装置であって、
　セパレータを挟んで正極と負極とが捲回された複数の捲回部と、前記正極及び前記負極
のそれぞれが前記複数の捲回部の外部へ延在した部分からなる連結部と、を有し、
　前記複数の捲回部は、前記連結部を介して接続され、
　前記連結部が湾曲又は屈曲することにより前記蓄電装置が可撓性を有することを特徴と
する蓄電装置。
【請求項２】
　蓄電装置であって、
　セパレータを挟んで正極と負極とが捲回された複数の捲回部と、前記正極及び前記負極
のそれぞれが前記複数の捲回部の外部へ延在した部分からなる連結部と、複数の可撓性基
板と、を有し、
　前記複数の捲回部は、前記連結部及び前記可撓性基板を介して接続され、
　前記連結部及び前記可撓性基板が湾曲又は屈曲することにより前記蓄電装置が可撓性を
有することを特徴とする蓄電装置。
【請求項３】
　請求項１乃至２のいずれか一項において、
　前記複数の捲回部は、前記連結部を介して直列に接続されていることを特徴とする蓄電
装置。
【請求項４】
　請求項１乃至２のいずれか一項において、
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　前記複数の捲回部は、前記連結部を介して並列に接続されていることを特徴とする蓄電
装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか一項において、
　前記複数の捲回部の捲回数は、いずれも同数であることを特徴とする蓄電装置。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか一項において、
　前記複数の捲回部及び連結部は、非水電解液とともに可撓性を有する外装体に封入され
ていることを特徴とする蓄電装置。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれか一項において、
　前記負極は負極集電体と負極合剤層で形成され、
　前記負極合剤層は表面が凹凸状である負極活物質と、負極活物質を覆うグラフェンで形
成されることを特徴とする蓄電装置。


	header
	written-amendment

